
岩美海岸（浦富地区）侵食対策
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人工リーフ整備経緯

経過・現況 ：
岩美海岸（浦富地区）侵食対策については、平成１６年より人工
リーフ整備開始。平成２１年西側リーフ東端整備後より、リーフ
開口部の局所洗掘が発生したため、西側リーフ整備を中断。
近年ではリーフ未整備区間背後の局所侵食、および田後港・
小栗浜の堆積も顕著であることから、現在整備方針について検
討中である。
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岩美海岸（浦富地区） 侵食対策

諸問題を解決するため、リーフ整備方針を検討（Ｈ２６～２７年度）

今後方針

（検討・考察結果）

・ 西側人工リーフ整備を実施（ただし開口部深掘の進行状況を注視しながら）

・ 田後港および小栗浜については、引き続きサンドリサイクルにて対応

H13（リーフ整備前）

H25～H27（近年）

深掘進行状況

　

③ 田後港航路埋没

No. 現在の課題

　①　リーフ開口部深掘

今後の対応

西側リーフ未整備箇所の実施

西側リーフ整備を進め、深掘の進
行状況を見ながら、状況に応じ開
口部構造を検討

サンドリサイクルにより堆砂対策
を実施。（田後港の堆砂状況を注
視し、リーフ整備により急激に増
加するようであればハード対策も
検討）④ 小栗浜堆砂

原因

・冬季風浪時等に開口部で強
い離岸流により局所洗掘発生

・西側リーフ背後の波浪低減・

堆砂効果小

・東側リーフ整備による、西側
リーフ背後の漂砂減

・海岸西側に遮蔽域形成

・西向きの沿岸漂砂卓越

　②　
西側リーフ背後

汀線局所侵食


